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平 成 30 年 第 ３ 回 小 城 市 議 会 定 例 会 提 案 理 由  

（ 平 成 30 年 ９ 月 ３ 日 開 会 ）  

 

お は よ う ご ざ い ま す 。本 日 こ こ に 、平 成 30 年 第 ３ 回

小 城 市 議 会 定 例 会 を 招 集 い た し ま し た と こ ろ 、 議 員 の

皆 様 に は 、 御 参 集 を 賜 り 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

そ れ で は 、 こ れ よ り 本 議 会 に 提 案 い た し て お り ま す

議 案 の 提 案 理 由 を 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、議 案 第 42 号  小 城 市 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備

及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 で ご ざ い ま す が 、 家 庭 的 保 育 事 業 等 の 設 備 及 び 運

営 に 関 す る 基 準 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に よ り 改 正 す

る も の で ご ざ い ま す 。  

改 正 の 内 容 で ご ざ い ま す が 、 代 替 保 育 に 係 る 連 携 施

設 の 確 保 義 務 の 緩 和 、 居 宅 で 事 業 を 実 施 す る 場 合 の 食

事 の 外 部 搬 入 施 設 の 拡 大 、 自 園 調 理 を 行 う た め に 必 要

な 体 制 を 整 備 す る た め 、 自 園 調 理 に 関 す る 規 定 の 適 用

猶 予 期 間 を 延 長 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 決 算 関 係 議 案 に つ き ま し て 御 説 明 申 し

上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 43 号  平 成 29 年 度 小 城 市 一 般 会 計 歳
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入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入 に つ き

ま し て は 、 予 算 現 額 236 億 5,4 6 6 万 1,9 8 2 円 に 対 し ま

し て 、 調 定 額 が 231 億 3,6 8 4 万 5,3 6 3 円 、 収 入 済 額 が

230 億 1,4 5 5 万 9,7 3 7 円 で 、不 納 欠 損 額 は 598 万 1,4 7 4

円 、 収 入 未 済 額 は １ 億 1,63 0 万 4,1 5 2 円 と な っ て お り

ま す 。  

収 入 未 済 額 と し ま し て は 、市 税 １ 億 959 万 9,1 1 3 円 、

諸 収 入 303 万 6,7 6 7 円 が 主 な も の で ご ざ い ま す 。な お 、

市 税 の 収 納 率 に つ き ま し て は 、 前 年 度 よ り 0.5 ポ イ ン

ト 改 善 し 、 97. 4％ と な っ て お り ま す 。  

次 に 歳 出 で ご ざ い ま す が 、 予 算 現 額 236 億 5,4 6 6 万

1,9 8 2 円 に 対 し ま し て 、支 出 済 額 が 225 億 6,6 2 5 万 5,1 3 8

円 と な っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は ４ 億 4,83 0 万

4,5 9 9 円 と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 44 号  平 成 29 年 度 小 城 市 授 産 場 特 別

会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入

に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 2,51 8 万 ３ 千 円 に 対 し ま し

て 、 調 定 額 が 2,29 1 万 8,0 0 3 円 、 収 入 済 額 も 同 額 と な

っ て お り ま す 。  

次 に 、 歳 出 で ご ざ い ま す が 、 予 算 現 額 2,51 8 万 ３ 千

円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 2,29 1 万 8, 0 0 3 円 と な っ

て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 、 ０ 円 と な っ て
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お り ま す 。  

次 に 、 議 案 第 45 号  平 成 29 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳

入 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 746 万 ９ 千 円 に 対 し ま し

て 、 調 定 額 が 743 万 7,5 8 5 円 、 収 入 済 額 が 741 万 332

円 で 、 収 入 未 済 額 が ２ 万 7,25 3 円 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、 歳 出 で ご ざ い ま す が 、 予 算 現 額 746 万 ９ 千 円

に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 563 万 4,9 3 5 円 と な っ て お

り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 177 万 5,3 9 7 円

と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 46 号  平 成 29 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 歳 入

に つ き ま し て は 、予 算 現 額 23 億 7,8 3 8 万 ４ 千 円 に 対 し

ま し て 、調 定 額 が 22 億 7,7 7 1 万 4,9 5 4 円 、収 入 済 額 が

22 億 7,0 1 0 万 6,2 8 7 円 で 、 不 納 欠 損 額 は 28 万 3,1 6 0

円 、 収 入 未 済 額 が 732 万 5,5 0 7 円 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、歳 出 で ご ざ い ま す が 、予 算 現 額 23 億 7,8 3 8 万

４ 千 円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 21 億 9,9 8 9 万 2,1 9 9

円 と な っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 7,02 1 万 4,0 8 8

円 と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 47 号  平 成 29 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保
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険 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、予 算 現 額 61 億 3,1 9 7 万 ７ 千 円 に

対 し ま し て 、調 定 額 が 58 億 9,8 6 9 万 5,7 3 3 円 、収 入 済

額 が 57 億 3,3 5 6 万 5,5 5 4 円 で 、 不 納 欠 損 額 1,34 9 万

8,4 2 0 円 、収 入 未 済 額 が １ 億 5,16 3 万 1,7 5 9 円 と な っ て

お り ま す 。  

次 に 、歳 出 で ご ざ い ま す が 、予 算 現 額 61 億 3,1 9 7 万

７ 千 円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が 57 億 1,4 6 9 万 5,8 8 0

円 と な っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引 額 は 1,88 6 万 9,6 7 4

円 と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 48 号  平 成 29 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者

医 療 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す

が 、 歳 入 に つ き ま し て は 、 予 算 現 額 ５ 億 2,32 7 万 ２ 千

円 に 対 し ま し て 、 調 定 額 が ５ 億 2,38 9 万 2,1 7 8 円 、 収

入 済 額 が ５ 億 2,19 4 万 3,8 7 8 円 で 、 不 納 欠 損 額 は １ 千

円 、 収 入 未 済 額 が 194 万 7,3 0 0 円 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、 歳 出 で ご ざ い ま す が 、 予 算 現 額 ５ 億 2,32 7 万

２ 千 円 に 対 し ま し て 、 支 出 済 額 が ５ 億 1,36 7 万 1,2 2 4

円 と な っ て お り ま す 。 以 上 の こ と か ら 、 歳 入 歳 出 差 引

額 は 827 万 2,6 5 4 円 と な っ て お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 49 号  平 成 29 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 利 益 の 処 分 及 び 決 算 の 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、
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は じ め に 、平 成 29 年 度 の 業 務 量 に つ い て 御 説 明 申 し 上

げ ま す 。  

給 水 戸 数 は 、 前 年 度 よ り 1 戸 増 の 6,84 6 戸 、 年 間 有

収 水 量 は 158 万 2,7 5 3 立 方 メ ー ト ル で 、 前 年 度 よ り

0.7％ の 増 と な っ て お り ま す 。 有 収 率 は 89.7 3％ で 、 前

年 度 よ り 0.44 ポ イ ン ト の 減 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

営 業 収 益 は 、 ２ 億 6,60 8 万 4,1 0 9 円 で 、 前 年 度 よ り

1.2％ の 増 、営 業 費 用 は ２ 億 3,17 7 万 9,4 6 7 円 で 、前 年

度 よ り 3.5％ の 増 と な り 、 営 業 利 益 は 3,43 0 万 4, 6 4 2

円 と な っ て お り ま す 。  

次 に 、 営 業 外 収 益 に つ き ま し て は 、 1,30 1 万 8,7 1 2

円 で 、 前 年 度 よ り 10.6％ の 増 、 営 業 外 費 用 は 1,27 8 万

9, 0 8 2 円 で 、 前 年 度 よ り 9. 4％ の 減 と な っ て お り ま す 。 

特 別 利 益 ５ 万 円 は 満 期 償 還 に な り ま し た 地 方 債 の 償

還 金 と 購 入 価 格 の 差 額 と な っ て お り ま す 。  

以 上 の こ と か ら 、 収 益 合 計 か ら 費 用 合 計 を 差 し 引 い

た 当 年 度 の 純 利 益 は 3,45 8 万 4,2 7 2 円 と な っ て お り ま

す 。  

次 に 、 資 本 的 収 入 及 び 支 出 で は 、 資 本 的 収 入 の 総 額

は ３ 億 83 万 7,7 6 0 円 で 、地 方 債 満 期 償 還 金 の 購 入 価 格

分 な ど と な っ て お り ま す 。  

資 本 的 支 出 の 総 額 は 7,41 2 万 7,3 9 6 円 と な っ て お り

ま す 。  
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ま た 、 当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 は １ 億 741 万 8,4 9 1

円 と な っ て お り ま す 。  

利 益 の 処 分 と い た し ま し て 、 未 処 分 利 益 剰 余 金 か ら

2,00 0 万 円 を 建 設 改 良 積 立 金 に 積 み 立 て 、残 り の 8,74 1

万 8,4 9 1 円 を 繰 越 利 益 剰 余 金 と す る も の で ご ざ い ま す 。 

 

次 に 、 議 案 第 50 号  平 成 29 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 決 算 認 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 は じ め に 、 平 成

29 年 度 の 業 務 量 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

入 院 患 者 延 数 は 24,1 0 8 人 で 前 年 度 よ り 828 人

（ 3.5 6％ ） の 増 と な り 、 １ 日 平 均 患 者 数 66.0 5 人 、 病

床 利 用 率 は 66.7 2％ と な っ て お り ま す 。 外 来 患 者 は 、

48,2 2 5 人 で 前 年 度 よ り 326 人 （ 0.6 7％ ） の 減 と な り 、

１ 日 平 均 患 者 数 は 192. 1 3 人 と な り ま し た 。  

次 に 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 い た し ま

す 。  

医 業 収 益 に つ き ま し て は ､11 億 3,6 1 8 万 4,3 5 7 円 で 前

年 度 よ り 1,88 4 万 2,1 6 7 円 （ 1.6 9％ ） の 増 、 医 業 費 用

に つ き ま し て は 、 12 億 5,0 5 0 万 3,9 1 3 円 で 前 年 度 よ り

6,38 2 万 2,7 5 5 円（ 5.3 8％ ）の 増 と な り 、医 業 損 失 は １

億 1,43 1 万 9,5 5 6 円 と な り ま し た 。  

次 に 、 医 業 外 収 益 に つ き ま し て は ､１ 億 3,93 4 万

8,7 8 7 円 で 前 年 度 よ り 1,66 8 万 5,2 3 6 円 （ 13. 6 0％ ） の

増 、医 業 外 費 用 に つ き ま し て は 、2,84 4 万 3,5 6 4 円 で 前

年 度 よ り 78 万 8,3 5 3 円（ 2.8 5％ ）の 増 で 、医 業 外 利 益
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は １ 億 1,09 0 万 5,2 2 3 円 と な り ま し た 。  

平 成 29 年 度 の 総 収 益 か ら 総 費 用 を 差 し 引 い た 経 常 損

失 が 341 万 4,3 3 3 円 と な り ま し た 。  

次 に 資 本 的 収 入 及 び 支 出 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ ま

す 。  

平 成 29 年 度 の 資 本 的 収 入 総 額 は 、 国 保 調 整 交 付 金

4,27 0 万 円 等 が あ っ た こ と か ら 、6,62 8 万 9,0 0 0 円 で 前

年 度 よ り 2,73 5 万 8,0 0 0 円（ 70. 2 7％ ）の 増 、資 本 的 支

出 総 額 は 4,15 5 万 4,5 4 1 円 で 前 年 度 よ り 7,08 3 万 8,1 7 3

円 （ 63. 0 3％ ） の 減 と な り ま し た 。  

 

以 上 、平 成 29 年 度 一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 歳 入 歳 出 決

算 認 定 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 233 条 第 ３ 項 の

規 定 に よ り 、ま た 、平 成 29 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会 計 及

び 小 城 市 病 院 事 業 会 計 決 算 認 定 に つ き ま し て は 、 地 方

公 営 企 業 法 第 30 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 、監 査 委 員 の 意

見 を 付 し て 議 会 の 認 定 を お 願 い す る も の で す 。  

併 せ て 、平 成 29 年 度 決 算 に 係 る 実 質 赤 字 比 率 、連 結

実 質 赤 字 比 率 、 実 質 公 債 費 比 率 、 将 来 負 担 比 率 及 び 資

金 不 足 比 率 に つ き ま し て 、 議 会 に 報 告 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

続 き ま し て 、 予 算 関 係 議 案 に つ い て 御 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  
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ま ず 、 議 案 第 51 号  平 成 30 年 度 小 城 市 一 般 会 計 補

正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 に 、 そ れ ぞ

れ 4,05 9 万 ２ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総 額 を 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ 216 億 6,7 2 0 万 ３ 千 円 と す る も の で ご

ざ い ま す 。  

第 ２ 表  債 務 負 担 行 為 補 正 は 、 三 日 月 保 健 福 祉 セ ン

タ ー 指 定 管 理 料 （ 有 酸 素 運 動 機 器 ） を 追 加 す る も の で

ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 補 正 は 、 ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ 整

備 事 業 （ 合 併 特 例 債 ） と 臨 時 財 政 対 策 の 限 度 額 を 変 更

す る も の で ご ざ い ま す 。  

そ れ で は 、 補 正 の 主 な も の に つ い て 、 ま ず 歳 出 か ら

御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

第 ３ 款  民 生 費 で は 、 ７ 月 の 豪 雨 で 雨 漏 り が 確 認 さ

れ た 小 城 保 育 園 等 の 屋 上 防 水 工 事 費 用 の ほ か 、 過 年 度

実 施 済 み の 各 種 事 業 精 算 に よ る 国 庫 負 担 金 の 返 還 金 な

ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 ６ 款  農 林 水 産 業 費 で は 、 ７ 月 の 豪 雨 で 被 災 し た

芦 刈 第 １ 排 水 機 場 ２ 号 除 塵 機 の 補 修 費 用 な ど を 計 上 し

て お り ま す 。  

第 ８ 款  土 木 費 で は 、 ま ち な か 市 民 交 流 プ ラ ザ 整 備

事 業 費 の 増 額 の ほ か 、 都 市 計 画 街 路 小 城 駅 千 葉 公 園 線

の 県 営 事 業 負 担 金 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 11 款  災 害 復 旧 費 で は 、台 風 ７ 号 や ７ 月 の 豪 雨 で

被 災 し た 農 地 や 農 業 用 施 設 、 林 業 施 設 、 市 道 の 復 旧 費
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用 な ど を 計 上 し て お り ま す 。  

第 12 款  公 債 費 で は 、 平 成 29 年 度 の 市 債 借 入 が 確

定 し た こ と に 伴 い 、 地 方 債 償 還 金 の 元 金 、 利 子 を 計 上

し て お り ま す 。  

な お 、人 事 異 動 等 に 伴 う 職 員 等 の 人 件 費 に つ い て は 、

今 回 の 補 正 に お い て 計 上 し て お り ま す 。  

以 上 、 歳 出 の 主 な も の に つ い て 申 し 上 げ ま し た が 、

歳 入 に つ き ま し て は 、 事 務 事 業 に 伴 う 分 担 金 及 び 負 担

金 、 国 ・ 県 支 出 金 、 市 債 の ほ か 、 過 年 度 精 算 や 返 還 の

諸 収 入 、 額 の 確 定 等 に よ る 地 方 交 付 税 、 繰 越 金 を 計 上

し 、 財 源 調 整 と し て 基 金 繰 入 金 を 計 上 す る も の で ご ざ

い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 52 号  平 成 30 年 度 小 城 市 簡 易 水 道 特

別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 の

総 額 3,02 4 万 ５ 千 円 に 変 更 は な く 、 前 年 度 決 算 に 伴 う

繰 越 額 が 確 定 い た し ま し た の で 、 一 般 会 計 繰 入 金 と 繰

越 金 の 組 み 替 え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 53 号  平 成 30 年 度 小 城 市 下 水 道 特 別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予 算 か ら

そ れ ぞ れ 4,06 7 万 １ 千 円 を 減 額 し 、 補 正 後 の 予 算 の 総

額 を 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ 24 億 5,7 3 4 万 円 と す る も の で ご

ざ い ま す 。  

第 ２ 表  継 続 費 補 正 は 、 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事
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業  三 日 月 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 の 年 割 額 を 変 更 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

第 ３ 表  地 方 債 補 正 は 公 共 下 水 道 事 業 の 借 入 限 度 額

を 変 更 す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 入 で は 公 共 下 水

道 事 業 の 事 業 費 減 に 伴 う 補 助 金 及 び 市 債 の 減 額 と 、 前

年 度 決 算 に 伴 う 繰 越 額 が 確 定 し た こ と に よ る 一 般 会 計

繰 入 金 及 び 公 共 施 設 整 備 基 金 繰 入 金 と 繰 越 金 の 組 み 替

え を 行 う も の で ご ざ い ま す 。  

ま た 、 歳 出 で は 人 事 異 動 等 に 伴 う 人 件 費 、 農 業 集 落

排 水 事 業 費 、 公 共 下 水 道 事 業 費 、 東 新 町 浄 化 施 設 管 理

費 を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 54 号  平 成 30 年 度 小 城 市 国 民 健 康 保

険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出 予

算 に そ れ ぞ れ 2,03 6 万 ７ 千 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ 48 億 5,7 1 5 万 ４ 千 円 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 入 で は 、 前 年 度

決 算 に 伴 う 繰 越 額 が 確 定 し た こ と に よ る 前 年 度 繰 越 金

を 計 上 す る も の で ご ざ い ま す 。歳 出 で は 、保 険 給 付 費 、

保 健 事 業 費 の ほ か 基 金 積 立 金 を 計 上 す る も の で ご ざ い

ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 55 号  平 成 30 年 度 小 城 市 後 期 高 齢 者
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医 療 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 既 定 の 歳 入 歳 出

予 算 に そ れ ぞ れ 779 万 ５ 千 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ 億 5,02 3 万 ４ 千 円 と す る も の で ご ざ

い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 で ご ざ い ま す が 、 歳 入 で は 前 年 度 決

算 に 伴 う 繰 越 額 が 確 定 し た こ と に よ る 繰 越 金 の 計 上 で

ご ざ い ま す 。  

ま た 、 歳 出 で は 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金 を 計

上 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 56 号  平 成 30 年 度 小 城 市 水 道 事 業 会

計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 収 益 的 収 入 及 び 支 出 の 既 定

予 算 に そ れ ぞ れ 328 万 ９ 千 円 を 追 加 し 、 補 正 後 の 予 算

の 総 額 を 収 益 的 収 入 及 び 支 出 そ れ ぞ れ ２ 億 9,35 4 万 １

千 円 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

補 正 の 主 な 内 容 は 、 収 益 的 収 入 で は 、 給 水 工 事 申 請

が 増 加 し た こ と に よ り 、 営 業 収 益 及 び 営 業 外 収 益 を 追

加 す る も の で ご ざ い ま す 。  

収 益 的 支 出 で は 、 人 事 異 動 に 伴 う 職 員 人 件 費 の 減 額

に よ り 、 水 道 事 業 費 用 の 営 業 費 用 を 減 額 す る も の で ご

ざ い ま す 。 ま た 、 収 支 の 調 整 の た め 予 備 費 を 追 加 す る

も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 57 号  平 成 30 年 度 小 城 市 病 院 事 業 会

計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）は 、収 益 的 収 入 の 既 定 予 算 に 822
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万 円 を 追 加 し 、収 益 的 収 入 予 算 総 額 を 13 億 3,9 9 3 万 ９

千 円 、 収 益 的 支 出 の 既 定 予 算 に 506 万 １ 千 円 を 追 加 し

収 益 的 支 出 予 算 総 額 を 13 億 3,6 7 8 万 円 と す る も の で ご

ざ い ま す 。  

補 正 の 内 容 は 、 Ｘ 線 透 視 装 置 の 修 理 を 行 っ た た め 今

後 、 修 繕 費 の 不 足 が 見 込 ま れ ま す の で 補 正 す る も の で

ご ざ い ま す 。 今 回 の 修 理 は 、 保 険 の 対 象 と な り ま し た

の で 、 収 入 見 込 額 を そ の 他 医 業 外 収 益 と し て 計 上 い た

し て お り ま す 。  

 

次 に 、 諮 問 第 １ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 任 期 満 了 に よ り

欠 員 が 生 じ ま し た の で 、 後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、

相 浦
あ い う ら

 守
も り

夫
お

氏 を 推 薦 す る た め 、 人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条

第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い

ま す 。  

 

次 に 、 諮 問 第 ２ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ご ざ い ま す が 、人 権 擁 護 委 員 の 松
ま つ

尾
お

 節
せ つ

子
こ

氏 が 、

平 成 30 年 12 月 31 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す の で 、

後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 再 度 推 薦 す る た め 、 人 権 擁

護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 議 会 の 意 見 を 求 め

る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 諮 問 第 ３ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ
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い て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 森
もり

永
なが

 都
つ

和
わ

子
こ

氏

が 、平 成 30 年 12 月 31 日 を も っ て 任 期 満 了 と な り ま す

の で 、 後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、 南
な ん

里
り

 ひ ろ 子
こ

氏 を

推 薦 す る た め 、 人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に

よ り 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、 諮 問 第 ４ 号  人 権 擁 護 委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ

い て で ご ざ い ま す が 、 人 権 擁 護 委 員 の 欠 員 が 生 じ ま し

た の で 、 後 任 の 人 権 擁 護 委 員 と し て 、 原
は ら

田
だ

 保
や す

則
の り

氏 を

推 薦 す る た め 、 人 権 擁 護 委 員 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に

よ り 、 議 会 の 意 見 を 求 め る も の で ご ざ い ま す 。  

 

続 き ま し て 、報 告 第 ９ 号 と 報 告 第 10 号 を 御 報 告 申 し

上 げ ま す 。  

 

ま ず 、報 告 第 ９ 号  平 成 29 年 度 小 城 市 一 般 会 計 継 続

費 精 算 報 告 書 で ご ざ い ま す が 、 立 地 適 正 化 計 画 策 定 事

業 を 平 成 27 年 度 か ら 平 成 29 年 度 ま で の ３ 箇 年 、 市 営

住 宅 建 替 事 業 を 平 成 28 年 度 と 平 成 29 年 度 の ２ 箇 年 の

継 続 事 業 で 実 施 し て お り ま す 。  

こ れ ら の 事 業 が 平 成 29 年 度 に 完 了 い た し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 145 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 継 続

費 の 精 算 報 告 を す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 10 号  専 決 処 分 の 報 告 に つ い て で ご ざ
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い ま す が 、 平 成 30 年 ４ 月 10 日 、 地 区 の ご み 収 集 所 に

お い て 可 燃 物 収 集 車 が 方 向 転 換 す る 際 、 相 手 方 の 自 宅

の フ ェ ン ス に 接 触 し 、 損 傷 さ せ た も の で 、 示 談 の 成 立

に よ り 、 小 城 市 長 の 専 決 処 分 事 項 の 指 定 に 関 す る 条 例

第 ２ 条 第 ３ 号 の 規 定 に よ り 、平 成 30 年 ７ 月 ３ 日 付 で 専

決 処 分 を し ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 180 条 第 ２ 項 の

規 定 に よ り こ れ を 報 告 す る も の で ご ざ い ま す 。  

 

以 上 、 今 定 例 会 に 提 案 を い た し て お り ま す 議 案 に つ

き ま し て は 、 そ の 概 要 を 御 説 明 し ま し た が 、 御 審 議 の

上 、 御 承 認 賜 り ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま し

て 、 提 案 理 由 の 説 明 と さ せ て い た だ き ま す 。  


